
◇ 2011年７月12日 第1005回例会(第1004号) ◇

ロータリー、人類のために活動します（Rotary, Humanity in Motion）

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

７月25日(月)
Ａグループ 西上、橋本、和田、大井

原各会員
会場：中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00

■ 出 席 報 告 ■ 成 松 委員長

【７月５日】
在籍会員 39名（内出席規定適用免除者 9名）
出席会員 34名（内出席規定適用免除者 7名）

ホームクラブ出席率 91.89％

６月14日のＭＵを含む出席率 97.22％

本日の例会

今週の歌 「 日も風も星も 」

「 クラブ協議会 」

ニコニコキャンプについて

金 馬 隆 仁 会 員

次回例会のお知らせ(７月19日)

卓 話 「 新年度挨拶 」

橋 本 豊 幹 事

「 １年を振り返って 」

水 谷 善 博 直前会長

延 秀 恵 直前幹事

前回〔７月５日〕例会記録

会長の時間（７月12日・第1005回）
「山に繋がる高架道路」 庄 瀬 会 長
鉄筋コンクリート造の建物は津波でも倒れること

はないと考えていたのですが、宮城県の女川町では、
今回の震災で鉄筋コンクリート造のビルが町のあち
こちで横倒しになっています。海岸に沿って建って
いた鉄筋コンクリート造２階建のビルは基礎の裏の
コンクリート表面には全く損傷がなく、また海岸か
ら150ｍほど離れたビルも内陸側に頭を向けて倒れ
ていて杭の跡がキッチリ残っております。まったく
何の抵抗もなく津波によりひっくり返されたのです。
津波のエネルギーの凄まじさに改めて気付かされま
した。もし柱や梁である、躯体部分が無事に残った
としても、水が建物の壁や窓を突き破って浸入すれ
ば、中にいる人は全て津波にのまれてしまいます。

高さ15ｍの５階建でもそれ以上の津波が来れば対応
しきれません。
私の案ですが、街の中に山に繋がる高架の道路を
何本も造り、通常は幹線道路として使用して、災害
時は避難の場所や避難道路として用いるのです。避
難ビルなら水嵩が上がってくれば逃げ場が無くなり
ますが、高架道路が山に繋がっていれば、道路に沿
ってより安全な方へ逃げることができるのです。ま
た道路を整備する工事にすぐ着手すれば、地域の復
興と即雇用の確保になるはずです。

幹事報告 橋 本 幹 事
◎水谷直前会長、延直前幹事に感謝状と記念品を贈
呈します。
◎大枝印刷㈱様より、新年度の週報ファイルをご寄
付いただきました。
◎新年度上半期会費の請求書をＢＯＸに配付しまし
た。



◎友好クラブ支援金（5,000円）およびポリオ・プ
ラス寄付金（3,000円）合計8,000円を来週より集
めます。

◎７月30日～８月１日ニコニコキャンプホストのた
め、８月２日を休会として、11月29日休会を例会
日とします。

◎12月６日例会を12月10日クリスマス家族会へ変更
します。

ニコニコ箱

新 井 会 員 納涼会よろしくお願い致します。
東 　 会 員 庄瀬会長、橋本幹事今年１年がん
ばって下さい。

延 　 会 員 庄瀬会長、橋本幹事がんばって下
さい。

芳 賀 会 員 新年度よろしく。
橋 本 会 員 本年度１年間よろしくお願いします。
速 見 会 員 庄瀬新会長、橋本新幹事本年度よ
ろしくお願いいたします。

栢 本 会 員 今年度もよろしくお願い致します。
木 元 会 員 庄瀬会長、橋本幹事、理事のみな
さん本年宜しく。

北村(雅)会員 本年もよろしく！
水 谷 会 員 庄瀬会長、橋本幹事、新年度の理
事の皆様よろしく、元気でがんばって下さい。

長 島 会 員 庄瀬会長、橋本幹事の門出を祝し
て。

成 松 会 員 庄瀬会長、橋本幹事１年間よろし
くお願いします。

西 村 会 員 新役員のスタート心からお祝い致
します。

西 山 会 員 庄瀬会長、橋本幹事１年間よろし
くお願いします。

大 井 会 員 庄瀬会長、橋本幹事よろしく。
水谷さん、延さんご苦労さんでした。

庄 瀬 会 員 本年度、皆様のご協力をよろしく
お願いします。

杉 本 会 員 先週欠席御免。水谷さん、延さん
１年間お疲れさまでした。庄瀬会長、橋本幹事
１年間よろしくお願い致します。

田中(弘)会員 会員増強なにとぞよろしくお願い
します。

寺 井 会 員 庄瀬会長、橋本幹事１年間頑張っ
て下さい。

飛 田 会 員 前回欠席のおわび。
内 田 会 員 庄瀬会長、橋本幹事どうぞよろし
く!!

和 田 会 員 本年度もよろしく。
山 会 員 庄瀬会長、橋本幹事１年間ガンバ
ッテください。
八 橋 会 員 庄瀬会長、橋本幹事、理事、役員
の方々本年もよろしく。
本日分 164,000円

卓 話

「新年度挨拶」 庄 瀬 寛 会 長
今日は先月発表いたしました、私の会長方針に関

して、補足のお話をさせていただきます。まず被災
地復興寄付に関してですが、前年度の松本ガバナー
の発案による緊急支援として、会員一人当たり１万
円の寄付はすでに地区へ送金済みです。次に財団の
マッチング・グラントに関しては地区２組内の他ク
ラブとともに行うプロジェクトは実施可能です。ま
た４月に発足した財団の「日本太平洋諸島地震災害
復興基金」は税務上の経費になる寄付です。また台
湾の友好クラブからの分は地区へすでに送金済みで
す。そして岡部ガバナーの発案による寄付募金箱は
まもなく皆様に配られますが、会員の事業所などに
置いて寄付を募ってほしいとの事です。先月に集め
た追加寄付の４万円については、その都度、理事会
で用途を決めさせていただき執行いたします。地区
は先月に「災害支援プロジェクト」を立上げて11人
のメンバーで運営されます。おそらく追加寄付の要
請が上期と下期に２回程度来るはずです。ちなみに
私が震災直後に赤十字に送金した義援金は、いまだ
被災地に届いていないようです。
私の意見ですが、被災者にとって一番ありがたい

のは被災地で消費をしてもらい、お金を直接落とし
ていただくことだと思います。これが現地直接支援
に繋がるのですから、現地の名の通った旅館で宴会
をして、帰りには山ほどの名産品の土産を購入する
ことなどは、我々ロータリアンにとって何の抵抗も
なく出来ることですのでぜひ実行を。次に職場訪問
に関してですが、本年度の地区の方針の「公共イメー
ジと認知度の向上」では、広くロータリアンの職場
を知ってもらうということで、江坂クラブでは本年
度の職業奉仕の一環として会員間の職場訪問を実施
します。たまたま桜の咲くころに台北龍門ＲＣから、
訪日と企業訪問の要請が来ており、その対象会員や
訪問人数などを、これからの具体的な計画を通して
実施していきたいと考えています。


